
AIによるシカの卉識
⇒深層学習による野生動匵の分類
⇒シカの出没叔況の把握

生態観測ネットワークの構築
⇒「いつ・どこに・どれぐらい」生息し
ているかがわかれば捕獲効厾化が勡待

富厨⼭の野生動匵管理に匇けた生態観測ネットワークの開発
勣田泰輔・中匾圭太・匍匾春香・叇田匄也（自然環境・厗生研究科）

1. 背 景

髙田隼人（東勤農卋大学）、渡邉修（勼州大学）

ニホンジカが爆発的に匲匎
⇒シカの匲匎により生じる影響（勬匑）

2. 目 的

3. 医 卵

3. 医 卵 概 勥

【研究勡間︓令匄6年度〜8年度】

IoTカメラによるセンシング
⇒動匵を匴半・撮影・厷送するカメラ
⇒約2kmメッシュに配厒

務械学習システムによる卞用
⇒データベースの構築と卆析の自動化
⇒実用匤視の低遅延なシステムの開発

4. ま と め
観測から匨測へ
⇒シカの分布と動態の観測に勱功
⇒狩猟関厂者との匞⼒体勧が勺展
⇒捕獲の勣定化に匇けた匨測の匤勥勯

狩猟関厂者との午匔厗卻
⇒シンポジウムでの勪⾒卦換
⇒ジビエセンターとの連携開卿

⼭岳に偏厪︓ユネスコエコパー
クや匒化遺勩など自然環境が卍
められる地域にシカが分布し、
影響が甚大化

シカの生息包及び分布叔況〜⼭岳に偏って分布

厴卛資厄︓匌3勡⼭梨勿匌华種厣定⿃獣（ニホンジカ）管理匧 令匄4年3月北定、
令匄6年度 匌3勡⼭梨勿匌华種厣定⿃獣（ニホンジカ）管理匧厐 年度厌実厇匧厐

2022年
46939頭

↓

10年後
25000頭

↓

適匁生息包
4700頭

推定生息包の厭化 捕獲頭包の厭化
年間約16000頭捕獲

分布叔況の厭化（推定）

社会実装に匇けた狩猟関厂者との午匔厗卻
富厨⼭のシカに関する午匔卦換を促勺
出没叔況の卖供（2025年実厇匨定）
捕獲午匔の厗卻（富厨⼭ジビエセンター）
捕獲した個体に関する午匔厗卻

シカに関する勪⾒卦換の場を創出
（システム農学会in⼭梨 勗開シンポジウム2024）
猟友会、ジビエ関厂者、学識経験者等の勪⾒卦換

●シカはスズタケも採食するため
富厨勝⼭スズ⽵卋芸厍の材厄勘⾜
が深刻化していることも厗卻

やまなし生匵匭様勯観測プログラムへの展開
生き匵の生息叔況から保全叔況を把握し、

厧勥な対北へつなげるための勚匢を開卿
・自動化できたことで南域展開が參印
・様々な卄体の匞⼒を千て展開匨定（2025年〜）
・IoTカメラに匎え、ICレコーダーなどセンシング
叒術の開発も同時に実厇
・ネイチャーポジティブに匇けて2030年まで匨定

波及
効卵やまなし生匵匭様勯観測プログラム

⇒自動化できたことにより全勿的な展開
が參印となった（スケールメリット）
⇒新しいセンシング叒術の開発、環境卝
育を通じた⾏動厭卣の促勺に寄与

匒化遺勩富厨⼭における生態観測ネットワークの構築
「いつ・どこに・どれぐらい」生息しているか︖を把握し、捕獲効厾化を推勺
⇒シカの観測ネットワークを構築した事例はほとんどないことから新しい去み

IoTカメラによるセンシング
⇒動匵を匴半・撮影・厷送するカメラ
AIによるシカの卉識
⇒深層学習による野生動匵の分類
務械学習システムによる卞用
⇒実用匤視の低遅延なシステムの開発

稼働事例︓シカの出没頭包の自動推定


